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飛
驒
高
山
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

と
は
・・・

　

大
学
が
本
部
と
は
別
に
設
置
す

る
一
般
的
な
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

（
※
）で
は
な
く
、大
学
が
共
同
・
共

有
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

を「
飛
驒
高
山
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス（
仮
称
）」と
し
て
位
置
づ
け
、市

内
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
拠

点
、企
業
や
市
民
と
の
ま
ち
づ
く
り

交
流
の
拠
点
と
し
て
、大
学
側
に
活

用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

※
大
学
の
本
部
か
ら
地
理
的
に
離
れ

た
場
所
に
設
置
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の

こ
と
。

今
後
の
流
れ
は
・・・

　

市
と
大
学
は「
飛
驒
高
山
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス（
仮
称
）」の
機
能
に

つい
て
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

今
回
の
募
集
は
・・・

　

現
時
点
に
お
い
て
規
模
な
ど
に
関

わ
ら
ず「
飛
驒
高
山
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス（
仮
称
）」と
し
て
お
貸
し
で
き

る
施
設（
空
き
家
や
空
き
店
舗
、空

き
ス
ペ
ー
ス
な
ど
）を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
に
賛
同
い
た
だ
け
る

方
で
、利
用
可
能
な
施
設
を
お
持
ち

の
方
は
ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

今
後
の
流
れ
は
・・・

①
施
設
の
募
集

②
現
地
確
認

③
候
補
地
選
定（
大
学
側
へ
の
情
報

提
供
）

④
使
用
手
続
き

⑤
活
用（
運
用
開
始
）

募
集
施
設

　

市
内
に
立
地
す
る
空
き
家
や
空

き
店
舗
、空
き
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で「
飛

驒
高
山
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス（
仮

称
）」と
し
て
利
用
可
能
な
施
設
。

利
用
期
間

　

お
お
む
ね
平
成
28
年
7
月
〜
平

成
29
年
3
月
、ま
た
は
随
時
、大
学

が
実
際
に
利
用
す
る
期
間（
１
週
間

程
度
）

応
募
方
法

　

専
用
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、５
月
16
日（
月
）ま

で
に
窓
口・ 
FAX 
・ 
MAIL 

＊
応
募
用
紙
は
企
画
課（
本
庁
４
階
）

や
各
支
所
に
あ
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　

市
で
は
、市
内
の
企
業
や
事
業
所
に

就
職
し
た
若
者
に
対
し
て
、奨
学
金

の
返
済
費
を
支
援
し
ま
す
。

支
援
の
要
件 

平
成
28
年
３
月
１
日

以
降
に
次
の
①
か
ら
⑤
の
要
件
に

該
当
す
る
方

①
奨
学
金
を
返
済
中
の
方

②
高
山
市
外
か
ら
高
山
市
内
に
住

民
登
録
地
を
移
し
た
方（
※
1
）

③
高
山
市
内
の
事
業
所（
※
2
）に

U
I
J
タ
ー
ン
就
職
ま
た
は
就

業
し
た
35
歳
未
満
の
方

④
②
か
③
の
い
ず
れ
か
早
い
日
か
ら
1

年
を
経
過
し
て
い
な
い
方（
※
3
）

⑤
公
務
員
で
な
い
方

※
１ 

市
内
に
住
民
登
録
を
し
た
ま

ま
、市
外
の
学
校
な
ど
に
就
学
ま

た
は
事
業
所
に
就
職・就
業
し
て
い

た
方
は
、市
外
に
居
住
し
て
い
た
こ

と
が
証
明
で
き
る
も
の
を
提
示
す

る
と
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
２ 

市
外
に
本
社
を
有
す
る
事
業

所
の
う
ち
、定
期
的
な
人
事
異
動

に
伴
い
市
外
へ
の
転
勤
が
想
定
さ

れ
る
事
業
所
は
除
き
ま
す
。

※
３ 

学
卒
者（
中
退
含
む
）は
卒
業・

中
退
し
た
日
か
ら
３
年
を
経
過
し

て
い
な
い
方
で
、市
内
の
事
業
所
に

就
職
・
就
業
し
た
日
か
ら
１
年
を

経
過
し
て
い
な
い
方
。

支
援
の
内
容 

奨
学
金
返
済
額
の
う

ち
年
額
24
万
円
を
限
度
に
最
大
5

年
間
助
成
し
ま
す
。な
お
、奨
学
金

の
返
済
実
績
を
確
認
の
う
え
、半

年
に
一
度
交
付
し
ま
す
。

申
込
方
法　

商
工
課（
本
庁
2
階
）に

あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、奨
学
金
の
内
容
が
分
か
る
書

類
を
添
え
て
窓
口
に
申
し
込
む
。

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申 込
問合先

広報ID

商工課
☎35‒3144  FAX35‒3167
Mail :shoukou@city.takayama.lg.jp
1007260

市内に就職した若者の
奨学金返済費を支援！

奨学金返済支援事業補助金を創設
（最大24万円/年、最長5年支給）

若
者
が
学
び
、活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　
市
で
は
、
若
者
が
学
び
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
大
学
な
ど
と
の
連
携
や

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

申
　
込

問
合
先

企
画
課 

☎
35-

３
１
３
１

35-

３
１
７
４

M
ail:kikaku@

city.
takayam

a.lg.jp

１
０
０
７
２
８
５

FAX

広
報
ID

若者全力
サポート！

大
学（
学
生
）活
動
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る
施
設
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
大
学
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
昨
今
の
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社
会
の
進

展
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
都
心
回
帰
な
ど
で
、
現
実
的
に
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
、
現
在「
飛
驒
高
山
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス（
仮
称
）」の
設
置
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。


